
感染症・呼吸器・消化器内科学講座
A．研究の概要

感染症グループ
1)呼吸器感染症の病態･疫学･治療に関する研究

当科では呼吸器感染症診断においてmultiplex PCRやマイクロチップ電気泳動装置など分子生物学的手法を
駆使した各種細菌，ウイルス，非定型病原体などの検出法の改良を行いつつ， 沖縄県におけるウイルス感染
症の疫学と流行の変化について研究を継続している。

新型コロナウイルス感染症(COVID-19)の流行による国内感染症の分布の変化とその特徴を報告し，COVID-
19パンデミック前後のパンデミック前後の節足動物媒介感染症の動向の特徴や，沖縄県におけるRSウイルス
の流行･ウイルス型の変化と気候との関係を全国に先駆けて報告した。さらにCOVID-19においては，厚生労働
省からの緊急承認を得るためのウイルス検出キットの性能評価や，multiplex PCR法を用いた変異株の迅速同
定法の有用性，パンデミック下の各種呼吸器ウイルス検出状況の解明などに取り組んだ。沖縄県内における
COVID-19患者の重症化因子や細菌重複感染のリスク因子を報告した。2025年より現在進行中の研究として沖
縄県内の高齢者施設を対象に，5類感染症分類以降のCOVID-19診療，予防，感染対策，施設負担の調査研究を
開始している。またCOVID-19患者の腸内細菌叢の変化による免疫細胞分布の影響についても研究を進めてい
る。

結核，非結核性抗酸菌(NTM)に関する臨床･基礎研究において，関連病院と共同で活動性肺結核の診断に有
用な血清マーカーの探索的研究を行い報告した。また，沖縄県内の15の医療機関を対象とした肺NTM症の原因
菌種を調査する疫学研究，臨床像･画像所見を検討する臨床研究を進めている。また，大阪大学微生物病研究
所と共同で，リボソーマルMLST法を基盤とした抗酸菌の迅速かつ正確な同定と薬剤耐性予測システムの開発
を行い，菌種同定法を開発した。さらにインドネシア，モンゴル，台湾との国際共同研究として，
Mycobacterium abscessusの分子疫学解析も行っている。沖縄県内の土壌や水など環境検体中のNTMを同定
し，ファージ療法へ繋がる開発研究を行っている。

致死的な日和見感染症であるニューモシスチス肺炎(PCP)に関して，新規PCR手法であるdigital PCRを用い
た血液中のPneumocystis jirovecii DNA検出による非侵襲的なPCP診断能を評価する研究を進めている。後方
視的検討において血液digital PCRの有用性を報告し，さらに沖縄県内での多施設共同前向き研究を進めてい
る。

2)HIV感染症に関する基礎的および臨床的研究
当院はエイズ中核拠点病院としては西日本で最も多い600人の患者の診療実績がある。診療では感染症教室

として日和見感染症の診断に特に注力しており，臨床検査部および外科や病理部との連携で高い確定診断率
を達成し，国内初の症例も多数報告している。臨床研究では，日本における，未だ診断されていない潜在的
感染者数を推定するため，国立感染研究所と共同研究を行い，解析を進めている。厚労省科研事業の分担研
究としてMSMへの効果的なHIV検査普及に関する研究事業や在日外国人へ対するHIV検査アクセス向上に関する
研究へ参加している。AMED関連研究事業では，HIV薬剤耐性研究班に参加し，国内のlate presenterの特徴に
ついて報告し，E157Q耐性変異の臨床的意義に関しても報告した。2022年から2023年にかけて世界的にアウト
ブレイクしたエムポックスに関しては国立国際医療研究センターとの共同研究としてtecovirimatの特別臨床
研究を実施しその成果を報告した。治療だけでなく曝露後予防に用いるLC16ワクチンの研究にも参加し，新
興感染症に対する体制整備を臨床と研究の両面から推進している。HIV陽性者の高齢化によるフレイルに関連
した多施設共同臨床研究を当院主導で進めている。さらに，腸内細菌叢とHIV陽性者のフレイルに進展に関し
て基礎的研究を行っている。欧州エイズ学会との国際連携を構築しており，ヨーロッパのHIV専門施設への短
期研修制度の整備などグローバルな研修および研究体制を推進している。
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呼吸器グループ
呼吸器では感染症の他に，肺癌，びまん性肺疾患(間質性肺炎)，気管支喘息，COPD(慢性閉塞性肺疾患)等

さまざまな疾患に関して診療，及び研究を行っている。
臨床研究が主体であるが，長崎大学を主幹とする早期肺線維症の治療薬に関する共同研究に参加し，家族

性間質性肺炎に関する共同研究(IPF/UIPの遺伝子解析)を行ってきた。現在，まだ明らかになっていない沖縄
県全体の間質性肺炎の疫学について調査をを開始した。それに加え当県特有の土壌と間質性肺炎の関連につ
いて当院病理部に加え琉球大学理学部と共同で研究を進めている。

喘息，COPDに関しても, 沖縄県内の医療施設の喘息増悪実態調査，喘息や喘息合併COPD(ACO)の増悪におけ
る呼吸器ウイルスの影響に関する調査を行っている。また，軽症･中等症のCOPDに対する吸入型トリプル製剤
の有用性と安全性に関する臨床研究(TRACK study)など多施設共同研究に参加している。

肺癌の研究として，国立がん研究センターと共同で沖縄県民の遺伝学的特徴と肺癌に関する研究をしてい
る。また，県外の肺癌臨床試験グループに属し各種試験の症例集積に努めている。その他，長崎大学を代表
とする多施設共同研究として，肺癌薬物療法に関する観察研究に参加し，2025年に胸膜中皮腫の薬物療法に
関する観察研究で論文報告し，当科肺腺がん症例のドライバー遺伝子分布割合，癌性心嚢液貯留例の臨床的
検討などの学会報告を行った。

気管支内視鏡手技においては手術困難な巨大肺嚢胞や肺膿瘍に対する経気管支内視鏡的ドレナージ法を確
立し，報告している。また呼吸不全症例に対するHigh Flow Nasal Cannula使用下の気管支鏡の有用性も検
証し報告している。

消化器グループ
消化管グループ:

当院は日本炎症性腸疾患学会指導施設であり，厚生労働省の｢難治性炎症性腸管障害に関する調査研究｣班
の臨床研究に参加している。｢クロンカイトカナダ症候群のレジストリ構築と病態解明の研究｣，｢高齢者炎症
性腸疾患患者レジストリ構築｣，｢IBD患者における妊娠･出生児のレジストリ構築｣，ほか佐賀大学が主施設の
｢人工知能を用いたクローン病の診断に有用な小腸カプセル内視鏡画像検出システムの開発｣，東北大学が主
施設の｢炎症性腸疾患患者に合併する自己免疫性膵炎(AIP)の実態調査｣に協力している。また，九州の主要施
設が集まり多施設共同研究(IBD-Q)の一施設として，佐賀大学が主施設の｢潰瘍性大腸炎に対する抗IL-23p19
抗体製剤の有効性と安全性に関する多施設共同前向きレジストリ研究～QUALT19 Registry～｣にも参加してい
る。当科ではクローン病の小腸病変の活動度を評価する新たなバイオマーカーとしてアミノ酸に着目し，臨
床活動度や内視鏡活動度との関連性について研究を行っている。他には日本消化器内視鏡学会が中心に行わ
れている｢消化器内視鏡に関連する疾患，治療手技データベース構築｣，日本食道学会の食道ESD偶発症検討部
会の｢食道 ESD/EMR における偶発症に関する全国調査｣に協力している。今後，沖縄県消化器内視鏡会ととも
に沖縄県の遺伝性消化管疾患の現状や課題を明らかにし，診療体制の構築に向けた臨床研究を行う準備をし
ている。

また，以前より糞線虫症の疫学調査(特徴的な上部下部消化管内視鏡所見の検討)，サイトメガロウイルス
活性化と潰瘍性大腸炎の内視鏡学的重症度との関連性，炎症性腸疾患患者における抗TNFα抗体製剤血中濃度
と臨床病態解析に取り組み，報告してきた。2023年からは沖縄県特有のピロリ菌の薬剤耐性，離島と本島に
おけるピロリ菌のゲノム解析(大分大学との共同研究｢日本国内におけるヘリコバクター･ピロリの地域特性に
関する研究｣)により，全国的にも高度萎縮や胃癌が少ない沖縄県の特徴を明らかにするために症例を集積し
ている。
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肝胆膵グループ:
当院は肝疾患診療連携拠点病院として，肝炎情報センターや沖縄県と連携して市民公開講座や講演会を開

催し，一般の方々や医療従事者への肝疾患の情報提供，啓発活動，患者さんやそのご家族からの相談対応業
務などを行っている。さらに沖縄県内の肝炎診療ネットワークを構築し，県内の肝炎診療の底上げを目的と
して活動している。

臨床研究では，沖縄県の肝疾患で多い生活習慣関連肝疾患に関する研究を行っている。また関連病院の健
診データを用いて新たな脂肪肝の診断基準であるMASLD(metabolic dysfunction-associated steatotic
liver disease)やMet-ALDにおいて，飲酒や代謝性疾患と肝線維化との関連性の解析を行い，沖縄県の肝硬変
の成因で一番多いアルコール性肝硬変の予後に関して，断酒･節酒の影響や肝移植を考慮するタイミングにつ
いて，当院主導での沖縄県内多施設共同研究を実施し解析を進めている。

他に，佐賀大学医学部附属病院肝疾患センター主導の多施設共同研究｢肝生検を施行された脂肪肝患者にお
ける肝病態及び肝外合併症の疫学に関する研究｣に参加し，NAFLD患者における各種合併症とその治療薬が生
命予後に与える影響について研究している。また近年治療薬の選択肢が増加している肝細胞癌の薬物療法の
治療効果を検討するため，九州大学病院消化器総合外科主導の多施設共同研究｢切除不能肝細胞癌における薬
物療法の前向き観察研究｣に参加し，また九州肝癌研究会に属して肝癌の疫学調査を進めている。

また少ないながらも全国に比べては沖縄県で感染者が存在するD型肝炎ウイルスについて，北海道大学病院
消化器内科主導の｢本邦のHBV感染患者におけるHDV感染の頻度に関する検討｣の多施設共同研究に参加し，D型
肝炎ウイルスの臨床的特徴の解明に努めている。
　また，本年度からは胆膵診療体制を強化し，胆道･膵疾患領域における臨床研究を本格的に開始した。

当院主導研究としては，新規胆道鏡の開発や，胆膵がんの腫瘍選択的蛍光標識薬の開発など，臨床ニーズ
に基づき医療機器･診断技術の開発と臨床応用を目指す研究を進めている。

さらに，他院主導(国立がん研究センターや順天堂大学病院など)の多施設共同研究にも積極的に参画して
いる。前向き研究としては｢早期膵癌発見を目指すサーベイランス方法の確立に関する研究（Diamond
study）｣，｢胆膵腫瘍における大動脈周囲リンパ節に対するEUS-TAの診断能に関する研究｣，｢UR-M膵癌におい
て原発および転移病変からFNB針を用いて得られた検体が遺伝子パネル検査の解析基準を満たす割合を検討す
る研究｣，｢術後良性胆管空腸吻合部狭窄に対する新規内視鏡治療の多施設検証的試験｣，｢切除可能膵癌の遠
位胆道狭窄に対する各種ドレナージステントの成績比較試験｣に参加しており，後ろ向き研究としては｢原発
性硬化性胆管炎(PSC)に関する全国調査｣，｢内視鏡的乳頭切除術後の術後出血予防法を検討する観察研究｣，｢
胆道癌に対するICI併用化学療法下での胆管ステント留置の治療成績に関する研究｣，さらに｢EUS-HGSにおけ
る門脈血流障害の臨床的意義を検討する観察研究｣など，基礎研究から内視鏡治療･化学療法に関する臨床研
究まで多岐にわたるテーマを扱っている。
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B.研究業績
整理番
号

研究業績の内容
評価ラ
ンク

査読の有
無

筆頭or共
著

発表年

著書

1
山本和子: 生活習慣病と呼吸器感染症: 診断, 治療, 予防のポイ
ント. 生活習慣病をめぐる Interdisciplinary Medicineの最前
線(2). 日内会誌 113(3): 396-401, 2024.

B 筆頭 2024

2
山本和子: Editorial 成人を対象としたワクチン接種の動向につ
いて. 日内会誌 113(11): 2045-2048, 2024. B 筆頭 2024

3
山本和子: クラミジア(クラミドフィラ)・ニューモニエ感染症,
5類感染症-定点把握, 感染症. 今日の 治療方針2024年版―私は
こう治療している. p208-209, 2024.

B 筆頭 2024

4
山本和子: 肺炎球菌肺炎. 琉球大学発 時間経過でみる感染症
CASE 01. 日本医事新報 5211: 6, 2024. B 筆頭 2024

5
山入端一貴, 井手口周平, 山本和子: 肺炎球菌肺炎. 特集 肺炎
ガイドラインを読み解く. 呼内 46(4): 391-395, 2024. B 筆頭 2024

6
鍋谷大二郎, 山本和子: 私の治療 医療･介護関連肺炎(NHCAP).
日本医事新報 5218: 40, 2024. B 筆頭 2024

7
井手口周平, 山本和子: ｢結核予防週間｣(9/24～9/30)に寄せて.
沖縄医報 60(9): 65-66, 2024. B 筆頭 2024

8
井手口周平, 山本和子: 15価肺炎球菌結合型ワクチン. 呼吸器内
科  46: 260-264, 2024. B 筆頭 2024

9
仲村秀太: エムポックス. 琉球大学発時間経過でみる感染症
CASE 02. 日本医事新報 5204: 9, 2024. B 筆頭 2024

10 宮城一也: COVID-19(新型コロナウイルス感染症). 琉球大学発時
間経過でみる感染症 CASE 03. 日本医事新報  5205: 13, 2024.

B 筆頭 2024

11
井手口周平: ニューモシスチス肺炎. 琉球大学発時間経過でみる
感染症 CASE 05. 日本医事新報 5207: 9, 2024. B 筆頭 2024

12
鍋谷大二郎: ヒトメタニューモウイルス肺炎. 琉球大学発時間経
過でみる感染症 CASE 08. 日本医事新報 5211: 9, 2024. B 筆頭 2024

13
金城武士: 肺非結核性抗酸菌症. 琉球大学発時間経過でみる感染
症 CASE 09. 日本医事新報 5212: 9, 2024. B 筆頭 2024

14
瀬戸口倫香: 梅毒. 琉球大学発時間経過でみる感染症 CASE 13.
日本医事新報 5216: 9, 2024. B 筆頭 2024

15
古堅誠: レジオネラ肺炎. 琉球大学発時間経過でみる感染症
CASE 17. 日本医事新報 5221: 13, 2024. B 筆頭 2024

16
山入端一貴: 急性HIV感染症. 琉球大学発時間経過でみる感染症
CASE 18. 日本医事新報 5222: 9, 2024. B 筆頭 2024

17
山里将慎: 肺結核. 琉球大学発時間経過でみる感染症 CASE 21.
日本医事新報 5225: 15, 2024. B 筆頭 2024

18
新里彰: RSウイルス感染症. 琉球大学発時間経過でみる感染症
CASE 22. 日本医事新報 5226: 15, 2024. B 筆頭 2024

19 大槻真理子: 原発性インフルエンザウイルス肺炎. 琉球大学発時
間経過でみる感染症 CASE 23. 日本医事新報 5227: 15, 2024.

B 筆頭 2024

20
池宮城七重: 熱帯熱マラリア. 琉球大学発時間経過でみる感染症
CASE 24. 日本医事新報 5228: 15, 2024. B 筆頭 2024

21
橋岡寛恵, 新垣若子: デング熱. 琉球大学発時間経過でみる感染
症 CASE 25. 日本医事新報 5229: 9, 2024. B 筆頭 2024

22
仲松正司: 重症熱性血小板減少症候群. 琉球大学発時間経過でみ
る感染症 CASE 26. 日本医事新報 5230: 15, 2024. B 筆頭 2024

23
山城朋子, 山本和子: 細菌性髄膜炎. 琉球大学発時間経過でみる
感染症 CASE 32. 日本医事新報 5237: 11, 2024. B 筆頭 2024

24 西山直哉: グラム陰性桿菌性敗血症性ショック. 琉球大学発時間
経過でみる感染症 CASE 33. 日本医事新報, 5238: 9, 2024.

B 筆頭 2024

25
西山真央: 麻疹. 琉球大学発時間経過でみる感染症 CASE 34. 日
本医事新報 5239: 9, 2024. B 筆頭 2024

26
宇治宮蕗: 手足口病. 琉球大学発時間経過でみる感染症 CASE
35. 日本医事新報 5241: 9, 2024. B 筆頭 2024
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療半年後にCD4陽性リンパ球減少を伴いニューモシスチス肺炎を
発症した一例. 第 92回日本呼吸器学会･日本結核非結核性抗酸菌
症学会, 熊本, 2024年3月.

2024

12

井手口周平, 仲村秀太, 金城武士, 古堅誠, 宮城一也, 上若生,
田里大輔, 比嘉太, 山本和子: 沖縄県におけ るXBB系統オミクロ
ン株による新型コロナウイルス感染症第9波の臨床的特徴と重症
化因子の検討. 第64回日本呼吸器学会学術講演会, 横浜, 2024年
4月.

2024

13

宮城一也, 井手口周平, 鍋谷大二郎, 仲村秀太, 金城武士, 原永
修作, 山本和子: 沖縄県オミクロンXBB亜 系統流行波下における
免疫抑制剤投与中COVID-19患者の入院リスクの検討. 第64回日本
呼吸器学会 学術講演会, 横浜, 2024年4月.

2024

14 原永修作, 佐藤陽子, 玉城仁, 知花なおみ, 伊志嶺朝彦, 山本和
子: 沖縄県の喘息増悪の実情～ER受診患者 後方的検討と多施設
アンケート調査の検証から. 第64回日本呼吸器学会学術講演会,
横浜, 2024年4月.

2024

15

池宮城七重, 宮城一也, 新垣若子, 井手口周平, 仲村秀太, 金城
武士, 古堅誠, 山本和子: 当院における免疫 チェックポイント
阻害薬関連肺障害31症例の検討. 第64回日本呼吸器学会学術講演
会, 横浜, 2024年4月.

2024

16
仲山由李, 岡本卓磨, 佐藤陽子, 穴井諭, 松本強, 山本和子: 当
院で過敏性肺炎と診断した9症例. 第64回 日本呼吸器学会学術講
演会, 横浜, 2024年4月.

2024

17

國吉健太, 鍋谷大二郎, 知念重希, 瀬戸口倫香, 山城朋子, 新垣
若子, 仲村秀太, 金城武士, 原永修作, 山本和子: 呼吸器ウイル
ス感染を契機とした気管支喘息発作の臨床像の検討. 第64回日本
呼吸器学会 学術講演会, 横浜, 2024年4月.

2024

18
知念重希, 新垣若子, 古堅誠, 國吉健太, 瀬戸口倫香, 西山真
央, 山城朋子, 鍋谷大二郎, 井手口周平, 宮城一也, 山本和子:
当科で経験したドライバー遺伝子変異陽性原発不明縦隔リンパ節
癌の3例. 第64 回日本呼吸器学会学術講演会, 横浜, 2024年4月.

2024

19
鍋谷大二郎: 気管支鏡検体を用いた下気道感染症に関する研究:
気管支鏡検体を用いた下気道感染症 94 2024年学術業績 に関す
る研究. 第64回日本呼吸器学会学術講演会, 横浜, 2024年4月.

2024

20

松田小弥太, 山里将慎, 瑞慶山春花, 山入端一貴, 喜友名朋, 井
手口周平, 宮城一也, 當眞弘, 日比谷健司, 山本和子: 沖縄県初
の発症が確認された冷凍熊肉の喫食による旋毛虫症の1例. 第121
回日本内科学会 講演会, 東京, 2024年4月.

2024
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21

池宮城七重, 宮城一也, 鍋谷大二郎, 井手口周平, 金城武士, 古
堅誠, 山本和子: TNF-α阻害薬投与中に粟 粒結核を発症した2症
例. 第99回日本結核・非結核性抗酸菌症学会学術講演会, 長崎,
2024年6月.

2024

22

新垣若子, 金城武士, 橋岡寛恵, 松本悠希, 中村昇太, 山本和
子: 沖縄県における肺NTM症の疫学調査お よびmlstverseを用い
た臨床分離株の解析. 第99回日本結核・非結核性抗酸菌症学会学
術講演会, 長崎, 2024年6月.

2024

23

池宮城七重, 宮城一也, 新垣若子, 鍋谷大二郎, 金城武士, 古堅
誠, 山本和子: アスピリン継続下における 気管支鏡下生検の安
全性の検討. 第47回日本呼吸器内視鏡学会学術集会, 大阪, 2024
年6月.

2024

24

岡本卓磨, 鍋谷大二郎, 瀬戸口倫香, 西山真央, 山城朋子, 新垣
若子, 井手口周平, 金城武士, 古堅誠, 宮城一也, 原永修作, 山
本和子: BAL液CD4/8から被疑薬同定に至ったICI併用化学療法中
の薬剤性肺障 害症例と当院過去症例の考察. 第47回日本呼吸器
内視鏡学会学術集会, 大阪, 2024年6月.

2024

25

新里彰, 池宮城七重, 西山直哉, 新垣若子, 金城武士, 日比谷健
司, 山本和子: 新型コロナウイルス感染症 流行前後における
Respiratory Syncytial Virus 感染症流行の特徴:沖縄県の気象
との関連性. 第98回日本 感染症学会学術講演会 第72回日本化学
療法学会総会第, 神戸, 2024年6月.

2024

26
新垣若子, 山本和子, 岩永直樹, 泉川公一, 栁原克紀, 森永芳
智, 迎寛: Lactococcus lactis strain plasma 投与が軽症
COVID-19 患者における免疫に及ぼす影響. 第98回日本感染症学
会学術講演会･第72回日本化学 療法学会総会, 神戸, 2024年6月.

2024

27 金城武士, 新垣若子, 橋岡寛恵, 上若生, 山本和子: 沖縄県にお
ける肺NTM症の疫学と遺伝子解析による菌種同定および薬剤耐性
予測への応用. 第98回日本感染症学会学術講演会 第72回日本化
学療法学会総 会, 神戸, 2024年6月.

2024

28 大城悠海, 西山直哉, 喜友名朋, 池宮城七重, 新垣若子, 井手口
周平, 仲村秀太, 金城武士, 山本和子: Pneumocystis jirovecii
肺炎診断における digital polymerase chain reaction(dPCR)法
の有用性の検討. 第 98回日本感染症学会学術講演会 第72回日本
化学療法学会総会, 神戸, 2024年6月.

2024

29
大槻真理子, 宮城一也, 新垣若子, 兼久梢, 池宮城七重, 原永修
作, 小山寛文, 熱海恵理子, 河端美則, 森本 泰夫, 山本和子:
剖検肺組織よりチタンが検出された上葉優位型肺線維症の一例.
第4回日本びまん性肺疾患研究会, 東京, 2024年9月.

2024

30
知念由真, 土屋奈々絵, 古堅誠, 金城武士, 古堅智則, 熱海恵理
子, 金城貴夫, 西江昭弘: イヌ糸状中症の1 例. 第60回日本医学
放射線学会秋季臨床大会, 福岡, 2024年10月.

2024

31 井手口周平: 肺炎球菌コロニーの光透過性と肺炎病型との関連性
の解明. 第93回日本呼吸器学会 日本結核非結核性抗酸菌症学会
日本サルコイドーシス/肉芽腫性疾患学会 九州支部秋季学術講演
会, 福岡, 2024年10月.

2024

32
瑞慶山春花, 新垣若子, 仲山由李, 島袋大河, 西山真央, 鍋谷大
二郎, 井手口周平, 金城武士, 宮城一也, 山本和子: 肺炎治療中
に用いたレボフロキサシンが原因と考えられた薬剤性肺障害の一
例. 第93回日 本呼吸器学会 日本結核非結核性抗酸菌症学会 日
本サルコイドーシス/肉芽腫性疾患学会 九州支部秋季学術講演
会, 福岡, 2024年10月.

2024
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33
波平有貴, 仲山由李, 瑞慶山春花, 島袋大河, 西山真央, 新垣若
子, 宮城一也, 原永修作, 又吉博紀, 山本和子: 精神症状での受
診が診断契機となり, 多職種連携で対応した外国人肺結核の一
例. 第93回日本呼吸器学会 日本結核非結核性抗酸菌症学会 日本
サルコイドーシス/肉芽腫性疾患学会 九州支部秋季学術講 演会,
福岡, 2024年10月.

2024

34 岡本卓摩, 鍋谷大二郎, 大槻真理子, 山城朋子, 山里将慎, 宇治
宮蕗, 上若生, 金城武士, 原永修作, 山本和子: M.timonense に
よる両手関節化膿性腱鞘滑膜炎の一例. 第93回日本呼吸器学会
日本結核非結核性抗酸菌症学会 日本サルコイドーシス/肉芽腫性
疾患学会 九州支部秋季学術講演会, 福岡, 2024年10月.

2024

35 町田香菜子, 宮城一也, 新垣若子, 石井恭平, 井手口周平, 鍋谷
大二郎, 仲村秀太, 金城武士, 原永修作, 山本和子: 肺アスペル
ギルス症に対するイサブコナゾール治療中のタクロリムス血中濃
度モニタリングが有用であった2例. 第93回日本呼吸器学会 日本
結核非結核性抗酸菌症学会 日本サルコイドーシス/ 肉芽腫性疾
患学会 九州支部秋季学術講演会, 福岡, 2024年10月.

2024

36

仲山由李, 新垣若子, 古堅誠, 島袋大河, 石井恭平, 玉城智子,
和田直樹, 金城武士, 宮城一也, 山本和子: 非喫煙女性のHER2
遺伝子変異陽性肺腺がんの2例. 第93回日本呼吸器学会 日本結核
非結核性抗酸菌 症学会 日本サルコイドーシス/肉芽腫性疾患学
会 九州支部秋季学術講演会, 福岡, 2024年10月.

2024

37
金城武士: レジオネラ属菌の特徴と細菌学的検査について. 第73
回日本感染症学会東日本地方会学術 集会 第71回日本化学療法学
会東日本支部総会 合同学会, 東京, 2024年10月.

2024

38
仲山由李, 佐藤陽子, 上野志穂, 穴井諭, 松本強: 当院における
救急受診喘息患者の実態. 第73回日本ア レルギー学会学術大会,
京都, 2024年10月.

2024

39

古堅誠, 宇治宮蕗, 山城朋子, 瀬戸口倫香, 兼久梢, 喜友名朋,
山里将慎, 池宮城七重, 新垣若子, 上若生, 鍋谷大二郎, 井手口
周平, 宮城一也, 山本和子: 当科で経験した進行期肺原発
hepatoid carcinoma の2例. 第65回日本肺癌学会学術集会, 横
浜, 2024年10月.

2024

40
池宮城七重, 古堅誠, 新垣若子, 宮城一也, 山本和子: 脈絡膜転
移をきたした肺癌の3症例. 第65回日本肺 癌学会学術集会, 横
浜, 2024年11月.

2024

41 島袋大河, 古堅誠, 宇治宮蕗, 池宮城七重, 新垣若子, 上若生,
鍋谷大二郎, 井手口周平, 宮城一也, 山本和子: 当院における脳
転移を有する進行期非小細胞肺癌に対して外科的切除を施行した
症例の検討. 第65回日本肺癌学会学術集会, 横浜, 2024年11月.

2024

42
仲村秀太: HIV-PrEPとdoxy-PEP. 第94回日本感染症学会西日本地
方会学術集会･第72回日本化学療法学 会西日本支部総会, 神戸,
2024年11月.

2024

43

久高蓮, 宮城一也, 井手口周平, 原永修作, 山本和子: 両側生体
肺移植後の荒廃肺に発症した慢性肺アス ペルギウス症に対しサ
ブコナゾールの長期投与が奏功した1症例. 第94回日本感染症学
会西日本地方 会学術集会 第72回日本化学療法学会西日本支部総
会, 神戸, 2024年11月.

2024
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44

池宮城七重, 井手口周平, 新垣若子, 鍋谷大二郎, 仲村秀太, 金
城武士, 古堅誠, 宮城一也, 山本和子: 血液 検体を用いた
digital PCR法によるニューモシスチス肺炎の診断及び治療効果
判定の検討. 第94回日本感染症学会西日本地方会学術集会・第72
回日本化学療法学会西日本支部総会, 神戸, 2024年11月.

2024

45

石井恭平, 金城武士, 池宮城七重, 新垣若子, 鍋谷大二郎, 井手
口周平, 仲村秀太, 古堅誠, 宮城一也, 丸山治彦, 山本和子: ゲ
ノム解析によりDirofilaria immitisと種同定できた肺糸状虫症
の一例. 第94回日 本感染症学会西日本地方会学術集会･第72回日
本化学療法学会西日本支部総会, 神戸, 2024年11月.

2024

46
宮城遥, 上若生, 山入端一貴, 鍋谷大二郎, 金城武士, 山本和
子, 藤田次郎: 肺エコーによるlung hepatizationを評価した肺
炎球菌性肺炎5症例. 第94回日本感染症学会西日本地方会学術集
会 第72回日本化学療法学会西日本支部総会, 神戸, 2024年11月.

2024

47

井手口周平, 上地あゆみ: 血液培養が陽性!MALDI-TOF-MSで同定
出来ないこの｢カンジダ｣は, な～に? 同定までどうする?. 第94
回日本感染症学会西日本地方会学術集会･第72回日本化学療法学
会西日本支部総会, 神戸, 2024年11月.

2024

48

仲村秀太, 高江洲壮, 前田サオリ, 上薫, 宮城京子, 白野倫徳,
高濱宗一郎, 中嶋恵理子, 城崎真弓, 長興由紀子, 犬丸真司, 曽
我真千絵, 猪口愛, 古賀英史, 南留美, 山本和子: 日本人People
with HIV (PWH) におけるフレイル有病率とその危険因子に関す
る臨床検討(第2報). 第38回日本エイズ学会学術集会･ 総会, 東
京, 2024年11月

2024

49

盛島明丈, 金城徹, 宮里卓行, 山里雄飛, 志喜屋好令, 黒島洋
平, 瑞慶山隆太, 嵩原小百合, 古賀絵莉香, 田端そうへい, 宮里
公也, 大石有衣子, 溜田茂仁, 大平哲也, 伊良波淳, 新垣伸吾,
山本和子: 下部消化管 内視鏡検査が行われた糞線虫症76例の検
討. 第110回日本消化器病学会総会, 徳島, 2024年5月.

2024

50

新垣伸吾, 宮里卓行, 山里雄飛, 黒島洋平, 志喜屋好令, 盛島明
丈, 瑞慶山隆太, 嵩原小百合, 古賀絵莉香, 大石有衣子, 溜田茂
仁, 宮里公也, 田端そうへい, 大平哲也, 伊良波淳, 金城徹, 山
本和子: 当院における 肝移植後胆管狭窄に対する内視鏡的治療
の検討. 第110回日本消化器病学会総会, 徳島, 2024年5月.

2024

51

志喜屋好令, 宮里卓行, 山里雄飛, 黒島洋平, 盛島明丈, 瑞慶山
隆太, 嵩原小百合, 古賀絵莉香, 大石有衣子, 田端そうへい, 宮
里公也, 溜田茂仁, 大平哲也, 伊良波淳, 金城徹, 新垣伸吾, 前
城達次, 山本和子: レンバ チニブと肝動脈化学塞栓療法後に外
科切除を施行した肝細胞癌の3例. 第110回日本消化器病学会総
会, 徳島, 2024年5月.

2024

52
新垣伸吾: 沖縄県の肝移植の現状と課題. 第60回日本肝臓学会総
会, 熊本, 2024年6月. 2024

53
首里雄天, 宮里卓行, 山里雄飛, 志喜屋好令, 黒島洋平, 盛島明
丈, 瑞慶山隆太, 嵩原小百合, 古賀絵莉香, 田端そうへい, 宮里
公也, 大石有衣子, 溜田茂仁, 大平哲也, 伊良波淳, 和田直樹,
新垣伸吾, 金城徹, 山本和子: 孤立性に右心室転移をきたした肝
細胞癌の一例. 第123回日本消化器病学会九州支部例会  第117回
日本消化器内視鏡学会九州支部例会, 北九州, 2024年6月.

2024

54

新垣伸吾, 嵩原小百合, 溜田茂仁, 田端そうへい, 前城達次: 沖
縄県における肝臓病の現状から考える今 後の肝疾患診療. 第123
回日本消化器病学会九州支部例会 第117回日本消化器内視鏡学会
九州支部例会, 北九州, 2024年6月.

2024

55

伊良波淳, 金城徹, 山里雄飛, 髙良美華, 黒島洋平, 瑞慶山隆
太, 古賀絵莉香, 大石有衣子, 大平哲也, 山本和子: 当院におい
て潰瘍性大腸炎に対し、JAKスイッチもしくは中止後再投与した4
例. 第123回日 本消化器病学会九州支部例会 第117回日本消化器
内視鏡学会九州支部例会, 北九州, 2024年6月.

2024
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56

宮里卓行, 金城徹, 城間香乃, 黒島洋平, 宮城泰雅, 瑞慶山隆
太, 嵩原小百合, 大石有衣子, 溜田茂仁, 大平哲也, 伊良波淳,
新垣伸吾, 前城達次, 金城達也, 砂川智恵, 樋口佳代子, 和田直
樹, 山本和子: 小腸大 腸型クローン病に肛門管癌の合併を認め
た一例. 第31回日本大腸検査学会九州支部会, 佐賀, 2024年8
月.

2024

57
前城達次: 肝臓内科から介入可能な周術期問題点の検討. 第60回
日本移植学会総会, 長崎, 2024年9月. 2024

58
金城徹: 当院におけるUCAN(Ulcerative colitis associated
neoplasia)の検討. 第49回日本大腸肛門病学会 九州地方会 第40
回九州ストーマリハビリテーション研究会, 福岡, 2024年9月.

2024

59

池村明仁, 伊良波淳, 金城徹: 当院におけるクローン病患者に対
するリサンキズマブの短期成績. 第49回日本大腸肛門病学会九州
地方会 第40回九州ストーマリハビリテーション研究会, 福岡,
2024年9月.

2024

60
金城徹: 沖縄県の消化器がん検診の現状と今後の課題. 第53回日
本消化器がん検診学会九州地方会, 沖縄, 2024年9月. 2024

61
宮城泰雅, 瑞慶山隆太, 大石有衣子, 大平哲也, 伊良波淳, 金城
徹, 山本和子: 人間ドックで指摘された胃 底腺型胃癌の一例.
第53回日本消化器がん検診学会九州地方会, 沖縄, 2024年9月.

2024

62
瑞慶山隆太, 宮城泰雅, 大石有衣子, 大平哲也, 伊良波淳, 金城
徹, 山本和子, 金城福則: 沖縄県の胃がん検診の現状と課題. 第
53回日本消化器がん検診学会九州地方会, 沖縄, 2024年9月.

2024

63

瑞慶山隆太, 金城徹, 大石有衣子, 大平哲也, 伊良波淳: 当院に
おけるPeutz-Jeghers 症候群の小腸病変の診療. 第124回日本消
化器病学会九州支部例会･第118回日本消化器内視鏡学会九州支部
例会, 鹿児島, 2024年11月.

2024

64

宮城泰雅, 宮里卓行, 黒島洋平, 池村明仁, 瑞慶山隆太, 嵩原小
百合, 大石有衣子, 溜田茂仁, 大平哲也, 伊良波淳, 新垣伸吾,
金城徹, 前城達次, 山本和子: 臍傍静脈アプローチにより胃静脈
瘤に対する塞栓術を施行した一例. 第124回日本消化器病学会九
州支部例会･第118回日本消化器内視鏡学会九州支部例会, 鹿児
島, 2024年11月.

2024

65
池村明仁, 伊良波淳, 金城徹: 5-ASA製剤と抗菌薬投与でS状結腸
のParadoxical Healingを来たしたクロー ン病の1例. 第15回日
本炎症性腸疾患学会学術集会, 東京, 2024年11月.

2024

66
山本和子. 糖尿病患者の呼吸器感染症対策. 日本糖尿病学会 第
59回糖尿病学の進歩, 沖縄, 2025年1月. 2025

67
山本和子: 国内外アカデミアにおける女性呼吸器内科医のDEIと
キャリアを考える. 第65回日本呼吸器学会学術講演会. 東京,
2025年4月.

2025

68
山本和子: 高齢者肺炎における薬剤耐性と治療戦略. 第122回日
本内科学会総会･講演会, 大阪, 2025年4月. 2025

69 山本和子. 高齢者における呼吸器感染症ワクチンの重要性. 第99
回日本感染症学会総会･学術講演会 第73回日本化学療法学会総会
合同学会, 横浜, 2025年5月.

2025

70
山本和子: 本学会がアジア太平洋地域をリードするために必要な
こと. 第99回日本感染症学会総会･学術講演会 第73回日本化学療
法学会総会 合同学会, 横浜, 2025年5月.

2025

71 山本和子. 糖尿病患者における肺炎球菌感染症とワクチンの意
義. 第68回日本糖尿病学会年次学術集会, 岡山, 2025年5月.

2025

72
山本和子. インバウンド開国時代の感染症: 考え方と対策. 2025
年度日本内科学会生涯教育講演会, 金沢, 2025年9月 2025

73

山本和子: 琉球から,呼吸器病学の魅力を次世代へ. 第95回日本
呼吸器学会 日本結核非結核性抗酸菌症学会 日本サルコイドーシ
ス/肉芽腫性疾患学会 九州支部秋季学術講演会, 沖縄, 2025年11
月

2025

74
山本和子:肺炎球菌ワクチンの接種率向上を目指して.第95回日本
感染症学会西日本地方会学術集会 第73回日本化学療法学会西日
本支部総会講演会, 福岡, 2025年11月.

2025
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75
山本和子, 中田奈々, 古賀智裕, 川上純, 迎寛.喫煙による関節
リウマチ患者肺の免疫細胞プロファイルおよび細菌叢への影響.
第69回日本リウマチ学会総会・学術集会, 福岡, 2025年4月.

2025

76

日本呼吸器学会感染症・結核学術部会ワクチンWG:大石和徳、長
谷川直樹、永井英明、迎寛、中村茂樹、丸山貴也、山本和子、倉
井大輔、関雅文、荒川悠：学会連携で推進するハイリスク者に対
する
肺炎球菌ワクチン予防. 第65回日本呼吸器学会学術講演会. 東
京, 2025年4月.

2025

77
辻 良香, 古賀 智裕, 中田 奈々, 山本 和子.IgG4陽性細胞数と
喫煙量の用量反応関係：関節リウマチ患者TBLB組織での検討.第
33回日本シェーグレン症候群学会学術集会, 東京, 2025年9月.

2025

78
金城武士: 呼吸器感染症におけるLDTの活用. 第36回日本臨床微
生物学会総会･学術集会, 名古屋, 2025年1月 2025

79

赤嶺佑介, 新垣伸吾, 嵩原小百合, 溜田茂仁, 前城達次, 山本和
子: B細胞リンパ腫の化学療法終了1年半後にde novo B型肝炎に
よる急性肝不全を発症した一例. 第348回日本内科学会九州地方
会, 福岡, 2025年1月.

2025

80
砂川大輔, 上若生, 山入端一貴, 山本和子, 藤田次郎: 診断に苦
慮した劇症型溶血性連鎖球菌感染症の1例. 第348回日本内科学会
九州地方会, 福岡, 2025年1月.

2025

81

石井恭平, 古堅誠, 上若生, 井手口周平, 新垣和也, 山本和子:
心嚢液貯留を契機に診断された若年ALK融合遺伝子陽性肺癌2例の
報告. 第65回日本肺癌学会九州支部学術集会 第48回日本呼吸器
内視鏡学会九州支部総会, 福岡, 2025年2月.

2025

82
西山真央, 新垣若子, 島袋大河, 仲山由李, 瑞慶山春花, 苅谷嘉
之, 古堅誠, 宮城一也, 山本和子: 胸腺腫に随伴して重症薬疹を
呈した一例. 第65回日本肺癌学会九州支部学術集会 第48回日本
呼吸器内視鏡学会九州支部総会, 福岡, 2025年2月.

2025

83

仲山由李, 知念重希, 鍋谷大二郎, 今田早香, 瀬戸口倫香, 山城
朋子, 西山真央, 新垣若子, 宮城一也, 山本和子:  診断に苦慮
したサリルマブによる薬剤性肺障害の1例. 第94回日本呼吸器学
会･ 日本結核 非結核性抗酸菌症学会 九州支部春季学術講演会,
宮崎, 2025年3月.

2025

84

上若生, 石井恭平, 宇治宮蕗, 大槻真理子, 山里将慎, 喜友名
朋, 井手口周平, 宮城一也, 原永修作, 山本和子: Nuss 法漏斗
胸手術後に生じた好酸球性胸膜炎の2例. 第94回日本呼吸器学会･
日本結核 非結核性抗酸菌症学会 九州支部春季学術講演会, 宮
崎, 2025年3月.

2025

85

與那嶺達輝, 仲山由李, 瑞慶山春花, 新垣若子, 井手口周平, 金
城武士, 宮城一也, 堀川和久, 苅谷嘉之, 山本和子: 新型コロナ
ウイルス感染症に合併したスティーヴンス･ジョンソン症候群の
一例. 医学生･研修医･専攻医の日本内科学会ことはじめ2025大
阪, 大阪, 2025年4月.

2025

86

島袋大河, 新垣若子, 宮城一也, 大槻真理子, 池宮城七重, 上若
生, 鍋谷大二郎, 井手口周平, 仲村秀太, 金城武士, 古堅誠, 山
本和子: 炎症性腸疾患に合併した肺病変の検討. 第65回日本呼吸
器学会学術講演会, 東京, 2025年4月.

2025

87

古堅誠, 宇治宮蕗, 山城朋子, 石井恭平, 瑞慶山春花, 岡本卓
摩, 仲山由李, 大槻真理子, 島袋大河, 西山真央, 喜友名朋, 山
里将慎, 池宮城七重, 上若生, 新垣若子, 鍋谷大二郎, 井手口周
平, 仲村秀太, 金城武士, 宮城一也, 原永修作, 山本和子: 経カ
テーテル動脈塞栓術(TAE)を施行した呼吸器腫瘍18例の検討. 第
65回日本呼吸器学会学術講演会, 東京, 2025年4月.

2025

88
仲山由李, 山里将慎, 宮城一也, 原永修作, 山本和子: 当院での
COPD増悪患者の後方視的検討～SARS-CoV2 流行の調査～. 第65回
日本呼吸器学会学術講演会, 東京, 2025年4月.

2025

89

岡本卓摩, 鍋谷大二郎, 國吉健太, 長谷川知彦, 金城武士, 宮城
一也, 原永修作, 山本和子: 呼吸器ウイルス感染が全身ステロイ
ド投与期間に与える影響: 入院喘息患者の後ろ向き解析. 第65回
日本呼吸器学会学術講演会, 東京, 2025年4月.

2025
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90

前城達次, 嶋田圭太, 大野慎一郎, 嵩原小百合, 溜田茂仁, 宮里
公也, 新垣伸吾, 高槻光寿: 琉球大学病院における肝移植診療の
現状と移植後飲酒状況. 第111回日本消化器病学会総会, 東京,
2025年4月.

2025

91

新垣伸吾, 城間香乃, 宮里卓行, 黒島洋平, 池村明仁, 宮城泰
雅, 瑞慶山隆太, 嵩原小百合, 大石有衣子, 溜田茂仁, 大平哲
也, 伊良波淳, 金城徹, 前城達次, 山本和子, 嶋田圭太, 大野慎
一郎, 高槻光寿: 当院における肝細胞癌に対するレンバチニブ-
TACE療法の検討. 第111回日本消化器病学会総会, 東京, 2025年4
月.

2025

92

池宮城七重, 井手口周平, 仲村秀太, 金城武士, 山本和子: 透析
患者のニューモシスチス肺炎治療におけるST合剤の有効性と安全
性,第99回日本感染症学会総会･学術講演会 第73回日本化学療法
学会学術集会合同学会, 横浜, 2025年5月.

2025

93
仲村秀太, 池宮城七重, 高江洲壮, 井手口周平, 山本和子:
People with HIV(PWH)における血清ホモシステイン値のフレイル
バイオマーカーとして有用性検討. 第99回日本感染症学会総会･
学術講演会　第73回日本化学療法学会総会, 横浜, 2025年5月.

2025

94
仲村秀太: HIV診療における心血管疾患の予防-REPRIVE試験の結
果をふまえて. 第99回日本感染症学会総会･学術講演会 第73回日
本化学療法学会総会, 横浜, 2025年5月.

2025

95

與那嶺達輝, 嵩原小百合, 溜田茂仁, 新垣伸吾, 前城達次, 山本
和子: 重症筋無力症を含む複数のirAE を合併した切除不能進行
肝細胞癌の一例. 第125回日本消化器病学会 第119回日本消化器
内視鏡学会, 久留米, 2025年5月.

2025

96

宮城遥, 宮里卓行, 黒島洋平, 池村明仁, 宮城泰雅, 瑞慶山隆
太, 嵩原小百合, 大石有衣子, 溜田茂仁, 大平哲也, 伊良波淳,
新垣伸吾, 金城徹, 前城達次, 山本和子, 和田直樹: 非典型的な
内視鏡像を呈した若年性ポリープの一例. 第125回日本消化器病
学会 第119回日本消化器内視鏡学会, 久留米, 2025年5月.

2025

97
新垣伸吾, 嵩原小百合, 溜田茂仁, 前城達次, 山本和子: 消化器
血管肉腫の画像所見. 第125回日本消化器病学会 第119回日本消
化器内視鏡学会, 久留米, 2025年5月.

2025

98

今田早香, 新垣若子, 西山真央, 島袋大河, 仲山由李, 古堅誠,
宮城一也, 山本和子: 胸腺腫に合併した重症皮疹Thymoma-
associated multiorgan autoimmunity の2例. 第349回日本内科
学会九州地方会, 沖縄, 2025年5月.

2025

99
山入端一貴, 井手口周平, 仲村秀太, 金城武士, 山本和子, 藤田
次郎: COVID-19と重複感染したマイコプラズマ肺炎の1例. 第349
回日本内科学会九州地方会, 沖縄, 2025年5月.

2025

100
久高蓮, 新垣伸吾, 嵩原小百合, 溜田茂仁, 前城達次, 山本和
子: 外傷性肝損傷のIVR 治療後に胆管炎を発症した若年男性の1
例. 第349回日本内科学会九州地方会, 沖縄, 2025年5月.

2025

101
城間香乃, 宮城泰雅, 瑞慶山隆太, 大石有衣子, 大平哲也, 伊良
波淳, 新垣伸吾, 金城徹, 前城達次, 山本和子: Whipple 病の1
例. 第349回日本内科学会九州地方会, 沖縄, 2025年5月.

2025

102

志喜屋好令, 諸喜田林, 潮平朝成, 川又久永, 大湾朝尚, 荒木謙
太郎, 大平哲也, 金城徹, 山本和子: 下部消化管内視鏡検査で胆
石イレウスと診断した1例. 第349回日本内科学会九州地方会, 沖
縄, 2025年5月.

2025

103

山城侑也, 上若生, 山入端一貴, 山本和子, 藤田次郎: びまん性
すりガラス陰影を契機に診断された特発性多中心性キャッスルマ
ン病･TAFRO症候群の1例. 第349回日本内科学会九州地方会, 沖
縄, 2025年5月.

2025

104
金城武士: NTMの疫学と環境. 第100回日本結核･非結核性抗酸菌
症学会学術講演会, 横浜, 2025年6月. 2025

105

鍋谷大二郎, 金城武士, 新垣若子, 池宮城七重, 井手口周平, 古
堅誠, 宮城一也, 原永修作, 山本和子: Mycobacterium
wolinskyi による肺非結核性抗酸菌症の1例. 第100回日本結核･
非結核性抗酸菌症学会学術講演会, 横浜, 2025年6月.

2025

106 前城達次, 新垣伸吾, 田端そうへい: アルコール性肝硬変患者の
予後に関する検討. 第61回日本肝臓学会総会, 東京, 2025年6月.

2025
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107

宮城一也, 池宮城七重, 大槻真理子, 新垣若子, 原永修作, 金城
武士, 山本和子: 新規肺病変に対する気管支肺胞洗浄が治療方針
の決定に寄与した成人T細胞白血病/リンパ腫の5例. 第48回日本
呼吸器内視鏡学会学術集会, 仙台, 2025年6月.

2025

108

大槻真理子, 宮城一也, 瑞慶山春花, 山入端一貴, 宇治宮蕗, 金
城武士, 古堅誠, 砂川智恵, 金城貴夫, 山本和子: 抗ARS抗体陽
性間質性肺炎に合併した大細胞肺癌の一剖検例. 第48回日本呼吸
器内視鏡学会学術集会, 仙台, 2025年6月.

2025

109
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